


米国研修体験記
タイトル夢への一歩 

(手簡暢軟膏)中学校氏名(細和布　　　　)

時好勤、-約手フ不承、計か私が頁lてこん相木ぞ存留色物紛う 

いきまったく終って毛し(多せんでしl㌔私がこの新修を和本の 

臣排緋、者II雄和妨募集の綿毛見せられ二九箱物しての 
ガ。了。ヒ知和丁で。・杯{′し辛こと畑この力布イ偽で永暮すみさつ利手 

十一し和一最初は、私(d留年か¥宿(了,弓の和ケラかまし動雷名、英 

詔で才方んと会話ができろのか凋み白し缶私ほこん万矛嬉 
勅、え手招、芽厳存老研修助寅と岬、了利和で/行←こ拐-《I衆引矛し 

和研碕全て白才、福留の九才とん方わ、と′んだこ拐しみろ善ん7′′ 

<初のか、放く下関[て卯で手中常葉つて毛うえみのか伍の秋の 

励憂手写と、たくさん考え尋レ信そして、循ろ[循っ手争[lカへ府 
<銅、、、阜て辞し亙番ノ行鶴、l二乗名前百万か持つ赤くなく、 

反対してワ7ワ7して、了くく′[く后ス子方≡(l」く合しIたしI!乞絶ってし′芳し 

布で緋--、しI十一番/引幕に葬って紡と.坊うん解語硝招く、要語了I′ 

嚢中で五、動を見て石毛ろろん竹屋甚六--ら!T中田員の雇え八(iラ/惇7′: 

急事不動甲発ってき芽レた。てI′擁∵解[く伯’否存<IX夕子と秦レ← 

格何て(高遁ごI七写した。そして、とれう循毎循フ呑‾がI偽サン7ラ 

ンテスコ雪為へ到着常〃ラ時節、こん有Iて老`Iプラ在を経絡 

なの(諦齢てて(Iす。そして、在カ(I′矛みて興ってし産入国審査を存んと 

在り{ノアして、し-さくI一所与力へ八度、I官霧から川ス7昭雄季節、布 

コランラスコネ伸へ斤坊¥。′若し存甜-′、景初年卸カ十手の(才β欄 

十和ここ了I′(a,剃刀Iに碑I(くつし′了、詳しくj教えてし所在手若しi㌔・そし 

て、〉和才居合石船へ[く近くIて易高じクアフタへ桁を牽レl㌔極み 

据付八手ガイラム揮うダ」をノ食べをしん言全然∵金へ守れ 
芽甘ん十一し信屋余色食べた係詰れカニ(十の佑乙-、CO-′、/ハI」 

グ有印へ。約2串間ハ沃[¥拷うみ青年/!---←7I′所定所[て着手を 

した。市れァ三出才子㍗[←主身え[て来てくれてしl了、君父せん、 

9嵐の女の子マテ㌧¥>そして、ケ嵐の属のチブニイコ乃-1一笑顧 



で迎えて<オて士で名うみレ生存です豪(て着く仁豹I-扉の 

穴子‡半ぴっ←l!β本の壷の/毎借物生かし←ブ二子ラン有り二、 

70←l五八き存廃が在り・β孝とアメl/カの蓬。′乞柊レ{-牙し信 

この日I才・田寺のゐI土産を接した与、霜ス子カニIl一巨星霧 

なしたりして、老しI孝し′I夙停冬右′楊しな2弼(才、朝から 

スワ二八、-、、/ク尺へ連中て循フてくわ才した。店員さん仁方在か 

う采斥ん偉才」と言う上吾うこそ!私[明方か大草そそガの′乞 
と言存在伸をくね自席した。市役所て′I下関[くつ亡′て移 

レ←し、讐索署、南棟、フグの万象、本屋、申学徒、シ7タイへ術 
手筈し信之日射才たくさんの初焔ての票か/方駿できたI臼 

でした。、三E　拐栃、うみタイ11-、Y7スへ桁で写したこのから、 

五月7和上二宮へI-I新サ7ラメ7子へ、ス7ィレ!l-ス!く黍っァ〃詐 

若し布、I、I、I請合、れル皆ウシ仁術持した初雅人7一 
lレハ(閃く乗れ千舟しかったてI′す。衆へ保つ不後、毛イ布桁フ了、 

千タコ雄的拒覆lて買って毛かI若し行毎瑠l紹対乃三Il一 

デイ!朝からハイキン7I’へ作手若しだ勤-iI青く高く了と了を糾し′r 

し亙その後、祐子のスつlク/へ〃詐.雅彦をホくすん賢し′尋した 

打昼(語臼年余勧印、み[くヂi帰れフ麺を余年をレ缶と 
て古喜んでくれ了うれしかフた了I重拍β付言コーI一/レテ〃ガ′十7′Iリッ 

少へ0この日は霧かかかってしI7、合作を見ろこ妨・てI′さす′併合 

でし和白橘を重し′利、近<のど′イ初子っ召募㌦生だて宜家へ 
l刷、しIとこの強弱!し0/ティ/M詔、その後701レ八タイィーへ。廟だ 

薮露レ利.レンゲ区会をしネッ.とで多元唐崎Iβ了I′し存そし7、 

啄仁l海上かんと招十刀三年が7クレク、ン子を居索して<卒でt′ 

善し亙とって善言右しかった了′萄そして、細留、最終日。とうと諦ス[ 

7千三年描切石一、本妻子語フと一緒IくしIた生穴です薫挽く和久 

解って祈、蕗とグ凄く′色たくさん解て「I威し-′在勤所掌したす[才子′ち五彩 

私宅到合え雷くさんの万物支え赤旗の勅、I竹丘誇貴夢洋種練る叱 

乱I啓白拝し毎自分の夢I<拓也海氷和レン乃葡萄紙招′′[丁一男 

カしてし高雄・し′狛米国石動珍に、/笠の黒申出て碕 



米国研修体験記
タイトル　言菜 

(下関砕卿)中学校氏名(費無　杏里　　)

知は不穏議でかたの乍泰で綬関所争って了た。かぜ、 

青菜圭大化も契みる人間同士へここ非・葎名を袈卿で故郷禰 

同庫の外へ出るのも、孔で中富勧こ訪れるこじまえ初めてだ; 

た。だが、その牽粍内の薙壬を見て、素雄素直に驚いた。学籍 
黍が曇、そこ(こけ国籍問わず、(秋の⊥外し宜。その妃貴は、人 

間や国を越えて社宏を生きてレ書る詔弛・ど場言だ。広軌二、今か3 

私選再経書が毎へダイワ・窮ことに秋冬のげと、作学友う人物 

青菜モ却こしむめ草薙J・たりを賃丈ている。 
知自身、一敢頴も締寒小袖↓-。細入、枢夜の務か少産空身古紙 

に、自身の母語叩く丸催ノ相手へ伝わ控のなりへIC・庭先罵た 

仁丹名護をひた鋳り吏圏点相星1このたわいろ民本・それ」ふ!即・ 
拘引で王で〔Iじのどと研こ韻」的多徳性jか釈してし壷か鋲空電。 

喚榛、重し朝へと老いて、そこ雄太己襲損匁、壇も王。 
栖卸的鞠にして、書案外、むてこかい。大害示¥同じげと木簡。 

イ華か京菜をしぼ症してを、発電や過て廿で地鳥・のか、侮放れ租。。 

蕗諺で勿困苦¥釈串沢へとゼ座る忍者でその哀糾え蒸れるめ半、 
手薄毛でしなそ毛そ宣言欠八つか†施主密木見し弓舌柑朴-し。抑よ 

茨務か多田年譜へ噴脈弓言考え方もしてしみ,た坪7こめ辞う。 

照′弼緋巧、ヂ薙ぐ王宮良驚くて頂理で¥襲い。窮ゼ音がトラ凝ら 
仕九・あた∴ど腫十人、靭得ず調う玖諺や易い帥和海砂¥鶏稗 

の先達奇堅くソとち持て摂課せしてくだでつて=るかに触れた。墨に、封 

貨幣し-てし両誌存史料各卸で閃く来室、れ蒔く:韻でくく竃。 

癌熊し缶　生きた哀訴も}ふ、己放こう申うめかの宮と。し 
神しそ上組七、、/何ら不任務だ乱こじでは尽く主犯で乳:ま、臼舛諦 

邑仰(」外でI吾・祖-のだからも官署一寸似・たせ妬め郁 

上記庇煮到尋で綱に毎朝が袋知で種眉唾不定で移る 
のかや伽諸。何個が務の描驚栂、官印に軒こつけた粕認可磁極 
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米国研修体験琵
タイトル轟練直姉緯線轟牒袋 

(争縛紳輔輝)中学楼氏名(　弼彊曇鉦緯　　)
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米国研修体験記
タイトル 

米国派遣研修を終えて 

(　梅光学院　)中学校　氏名(　　　谷口　大潮　　　　)

今回のピッツバーグ研修は、私に沢山の驚きと発見をくれました。 

私はこの研修の間ずっと驚きの連続でした。サンフランシスコやビッツバ 

ーグは今まで見たことのない、日本とは全く違う景色が広がっていました。 

私は、サンフランシスコ市内やピッツバーグ、サクラメントといった様々 

な場所に行きました。アメリカは、何処に行っても日本では見る事の出来 

無い建物が多く、とても綺麗な景観で、ゴミも全然落ちて無く驚きました。 

ゴミが落ちていたら拾っている人もいて、日本とあまり変わら無いと気づ 

きました。私が〇番驚いたのは、空がとても青かったという事です。 

日本と見ているものは一緒なのに、こんなにも違うんだなあと思うくらい 

爽やかでした。今回、一番楽しかったのはホームステイです。 

ピッツバーグについてサンフランシスコ市内へ行った後、直ぐにホスト 

ファミリーの人に会いました。人生で初めてのホームステイと言う事も 

あり、意思疎通が上手くできるのか、生活は合うのか、きちんと日本の事 

について伝えられるのかと、本当に不安で一杯でした。しかし、ホスト 

ファミリーの家に着いて過ごすうちに、そんな不安は直ぐに無くなり 

ました。ホストファミリーは、みんな優しくしてくれて、いつも私の事を 

気遣ってくれました。お兄ちゃんと一緒にアニメを見たり、 

ゲームをしたりしました。英語が上手く話せなくても、とても楽しかった 

です。アメリカでは、日本のアニメやゲームも人気で驚きました。 

ホストファミリーには、博物館やゴールデンゲートブリッジなどに連れて 

行って貰い、毎日、皆んなで出かけ、車の中でも歌ったり、何処に行って 

も笑いが絶えず、とても楽しい雰囲気でした。 

今回の、ホームステイで一番感じたのは「自分の意志表現」の大切さを 

感じました。家族の一員として滞在していたので、好きなものは好き、 

嫌いなものは嫌い、と言うはっきりとした意志表現をしなければ、 

何も伝わら無いという事を感じました。これは自分自身の生活面にも 

取り入れていかなければいけない大事な習慣だと思います。私は普段、 



自分の意見があっても、他の人の意見に合わせようとする癖があります。 

伝えようとはせず、勝手に相手が分かってくれるだろうと考えてしまい 

ます。少しずつでもこの癖を直して、しっかり相手に伝わる意志表現が 

出来る人になれたら良いなと思います。また、このホームステイで言葉は 

上手く通じなくても、身振りや手振りで伝わるという事に驚きました。 

国籍や環境や話す言葉が違っても、お互いに伝える気持ちや、分かり 

合おうとする気持ちが大事だと言う事をとても実感しました。 

私は以前からアメリカの人の食生活にとても興味がありました。アメリカ 

の人が普段どんな食べ物を食べて、どういう味が好みなのか日本と比べて 

どう違うのか見てみたかったからです○　私が今回アメリカに行ってホスト 

ファミリーがメキシコ系の人だった為、タコスを多く食べました。食事を 

していると、アメリカの食事のバランスが余り良く無いなと感じました。 

ハンバーガーやピザ、タコスなどを食べましたが、多くの食事に野菜が 

不足しているように感じました。日本のように、一汁三菜という文化は 

全然ないなと思いました。味に関しても、ケチャップやソースなどのシン 

プルな味付けが多く、日本のような出汁や旨味の文化とは全く違っていま 

した。私は、だし巻き卵とおにぎりをホストファミリーに作りました。 

カツオ出汁を使った、だし巻き卵は私には美味しく出来た様に感じました 

が、出汁を食べ慣れていないホストファミリーには、余り口に合わなかっ 

た様です。しかし日本人にとっては、アメリカの味は食べ慣れている味だ 

なと思いました。何故なら、日本でもハンバーガーやピザなどのフアスト 

フード店が多くあり、人気だからです。日本にはファストフードを始めと 

した、様々アメリカの食文化が根付いているなと思いました。 

最後に、この研修を通して自分の視野が大きく広がったなと感じました。 

アメリカの人の生活を肌で感じて、日本では接する事の無い習慣も沢山 

発見できました。自分の常識と違うことでも拒絶せず、その国の文化を 

受け入れられる人になりたいと思います。そんな人達が増えれば、友達や 

家族でも違う文化の理解は、楽しいものへと変わるのかなと思いました。 

今回の研修を通して得たものを、これからの、自分自身の将来に活かす 

事が出来る様にしたいと思います。 



米国研修体験記
タイトル 

ピ、ソ当/八、・一クゆでの恩。出 

(下脚中軸婦)中学校氏名(福島　知失表毎　　) 

私i・鼻.こ　音の石軒イ易　のl田園　で重く　とんの　恩、Il虫七重ストつヮ 

三i)一　伸　す色素言∩中・高笛の子亮　とイ居ろこと1角-で吉 

斉しで二〇 

紹、、【宮、_脊索せ請に帝〇五品ストつノウ∴三-)_　手の思、引 

忠乏し、くつか紹介乙をィ。1イ∴個I各、目在の計工直の喬石 

で匂上　柔L府∴拾うしトつっ三i)_　に空くエんの日赤の肋ふう虚 

I,脅　した。・ママしてi吾、確鳥のと○ァ尺　で、八㌧7にl〆、・幸手ィー 

イ神大　のぬ(、ぐる和上う給水でIぐ再lこけ、傍寿司のj総称 

誓㍉、である三品の軸俳.、章1<1人に寂し吾した。ママげ、すぐに 

つi了で　くれて「吾れし直としlつてくれて、フ欠の優の膏_千言_はつ 

げで　かんで÷I.こか喧しでいえもた。八、ラI泉発走を;痕したシ今葱た、、と 

し、丁重ので諸相すもしZめげみだりとイモ富んで・、くれでのん勧こ’そう㌔ 

と励、、て四つで,ふたのか細つ。ガンたで七二　倍がIこ伊、駄菓子も 

待つていを苦し壬。勺復毛食へぐた所だったけれど、重くとんの斥豆類乞食 

八・てくイし斉し短大富商吾の伍、ピーピ←ラムネと外電申しシートでじれ 

逆に、この塊停番手甘、ヒ素,てl、長のがしlがの駅東手でし下。重くせん 

のリアI7ラタンかぐ万つで　布、毛しろかつにです。 

弱目の壷lて居、廿シフランシスコ半こバイナリ′γ千とゴ÷/し千-シ小一ト 

すり.ソ千石屍Iこママと<弓とかどあ5軌で桁多をん7㍉生年弓、中ソ和江 

手許「ヤ,ツナとれていそとで宅と外しIでした9グ÷/し千、ンナンrィ、り′ツゲ 

伍霧がカ所ヽ?。てるれしl[こ危言ことかで、多才もんでしたが、コ÷/し 

キン叶トゲ・)可千停造形の橘Iて歩多読雷同の遥孫がやらで鬱を各し鳥 

J鯛の分昼Iこ、ウメリ在で拘わ脚とし、う∴又キブコ米車姫のお店 

に何千幸吉し毎そこでIヶ年種類のタコス乞食パオし五一番か 

し、しか)重の匿ビンっ妹で耽勺ブスの横に任所リーアlいった 

線色の、ノ/スがか)ママに、I二のY一スパし何?」と倒し-たS 
「っォ/引く相†z全件て打乙工　と言われ金作そあきこ、とで毛 



幸い・サ三叉で禾ムぼ顔が掃くみ-)、ママにとて吉葉われ 

吾し呑〇　日広Iくそ〆キラコ茅は理が石旬lて帰れ佐-と思し、ました。 

訳Iこと㌦--州●一年のヰ・高埠との思.い転を細冷し討。高校性任備格が 

大人加に-Iで脇の桑j掻睦と整うみと庸子斉し全日看た、南繚塩の 

育種東面庭師に髭しかI十王匂しそとでもリラlソタスして案しく膏害す 

ことかでき写し重言弓′た・っ眉で伊、マーチン偏醇詔をしていて 

た椿で仔舟-いた賓でし亙中梯匠のなぞ頼種的lてあいまっ巾裾 

年を㍉してくれでうれし切らだZ-、轟ポム伊.〆<のそのそIこ鶴を都〔え 

乳互。景勅It鞄糾そうIこやって。坤ナビでなだれ宕顔に狙ってくれて 

向威し和好に伍満面の実ので私を居て∠木乙とZ毛うれしがフた 

で乱l劫、の申開峯の与はi、サイラメン十王一十孫lこ回って言き廃字にやさしく 

教えでくれ斉L斤。金串Iこ件、希初見人毛ご5そうし乙<九でうれしカ、ら 

たで重蔵微Iこ停〇十続Iこ由った手牽ナインス勺荻綬みきことが乙、そそ 

膝I璃つてが三毛す李にメールし利一卯。 

森ム私、この石翻霧古、重くきんの掻くI似とだくきんの華としいと㍉中ノパーサ 

両とあ苑功や丁と吾し和最初広中し即す哲諌して=千草帝千石誘うつた 

ロビー、〆香最初Iこ会う釆ホストで七重)一が-三畳かく私だ盲を細・してくれ 

そ貿緩みど租と了乙-)多した。省ストつァ手口一IこIよ、とそをあせ言寄 

lこ五㍍釆ので庶務「してI一考れ斉に、この石軒イ惨で、書風へたわ、ち 

査市中Ihで坑桁プロ1ろ抑毛、局印、働。た-)してI筆書子、 

ことか・できをした〇　号周作重そ高菜、β本と伺〇、で∵スライム 

華府屋　のうな_ズが・テ允多子つて　い3毒が・カが)素した. 

/斧か(て毛、ワ又l)石　7ケナナ、l舌-の・フっ-リ　干/碧ン　仰II一師榊〆l●、 

和上　日本と停壷う1オと雇:し、.吾した。 

私は、この屈骨相　で、出会つわ、九人トフヮ三リー, 

.葺ん七、・ことを肩後の7膚未0工務Iこ存逝げ、写して吐か 

して　し、七重と掃、い索す。音に、′肖人骨-ことを存妻帯′ 

I衆方策∴尺イ云∴みたく{予見l一幸.す。 



米国研修体験記 タイトル　私にとっての米国派遣研修 

(長成　　　　　　)中学校　氏名(藤川　和里

私は、初めて海外に行きました。最初はとても不安だったけど、行って 

みるとすごく楽しかったです。 

私は、今回の研修では特に、日本の文化を伝えること、自分から積極的 

にコミュニケーションをとり、1つでも多くのことを吸収することを 

目標としていました。 

アメリカで私が伝えた日本の文化は、折り紙、箸、浴衣、空手、書道 

です。私は、日本のお土産として箸を持っていきました。日本食として 

そうめんを作ったときにみんなで箸を使って食べました。初めは難しそう 

だったけど頑張っていました。折り紙で鶴を折ったり、英語で説明されて 

いる折り紙の本をあげました。また、白いせんすに漢字で名前を書いて 

プレゼントもしました。プールパーティでは、私が小さい頃から習って 

いて、2020年の東京オリンピックで正式種目としても注目されている 

空手を演武しました。みんな動画を撮っていたので、少し緊張したけど、 

「カッコイイ」と言ってくれてとてもうれしかったです。そのあと、 

プールパーティで着ていた浴衣をホストファミリーに着せてあげると、 

とても喜んで、撮影会が始まりました。浴衣はそのままプレゼント 

しました。喜んでくれると私も嬉しくて、とてもいい思い出になりました。 

そして、もう1つの自分から積極的にコミュニケーションをとり、 

1つでも多くのことを吸収するという目標では、最初は自分の英語が 

きちんと伝わるかどうか不安だったけど、話してみると、相手も聞いて 

くれようとして、簡単な英語でもきちんと会話ができて、コミュニケー 

ションをとることができましiた。言葉で伝えるのが難しかったときは、 

身振り手振りで何とか伝えようと頑張ったら、大体のことは伝わったので、 

私は、「伝わる」ということが嬉しくて、意識しなくても自然と自分から 

話しかける回数が増えていました。日常会話が普段の言葉と違うことに 

もっと苦戦すると思っていたけど、自分が思っていたより楽しく会話する 

ことができて、もっともっと話したいと思いました。 



また、アメリカには私の知らないことやものばかりあると思っていた 

ので、その知らないことを少しでも多く知って、自分の考え方などに 

活かせるようにしたいと思っていました。その中でも私は、アメリカ人の 

初対面でもフレンドリーなところがいいなと思いました。日本人では 

あまりないことだし、私は人見知りしてしまう方なので、アメリカ人の 

ようなフレンドリーさがほしいなと思っていました。アメリカでは、私も 

現地の人のように初対面の人にたくさん話しかけてみました。案外、日本 

よりアメリカでの方が自分から積極的に知らない人に話しかけられた気が 

します。もう1つ、人の温かさに改めて気づきました。特に驚いたのは、 

くしゃみをしたときに「お大事に」と言ってくれたことです。日本では 

日本ではあまり言う習慣がないので、温かい人たちだなと思いました。 

それと同時に、日本人の温かさも感じられました。 

これらの他にもまだまだたくさんのことを学び、経験し、感じることが 

できました。今回の研修は最初から最後まですべてのことが私にとって 

初めてのことだらけで、分からないことや不安な事ばかりだったけど、 

周りの人の支えや協力があってこそ、この研修がとても充実したものに 

なったと思います。不安な気持ちが吹っ飛ぶくらいのとても楽しい研修 

だったので、1週間がとても短く感じました。これをきっかけに、もっと 

もっとアメリカのことや他の国について知ってみたり、触れてみたり 

したいなと思いました。この貴重な経験を活かして、今後、もっと英語の 

勉強をして異国の文化を学びたいと思っています。そのためにも、 

いろんな国に行ってみたいなとも思います。 

また、私が学んだことをたくさんの人に伝えられるような人になりたい 

です。この研修で、私の将来に対する考え方が変わった気がします。 

今回の米国派遣研修が私にとって無駄なものにならないよう、人と 

してもきちんと成長できる人になりたいです。 

この研修は、私の人生を変える出来事になったと思います。 



米国研修体験記
タイトル広くZ大かガリ力で 

(下関陣場小中学校氏名(安田某　　　)

館口碑ワ触ら,れ主昇り」おこわ上略塊乱工匠。おと権擢レ・た 

ア刈姉老醜桂さけ興奮を用句嬉姉)小●上旬ゴせんねた。 

サフランラスつ重荷(哨レ桂子、私(事務者勃秘中ブ腰痛-こノ慮単 

拙、れ!巨ともめクマ・}で咳き狩や少産ワオとしてかくく諒少しれ.ま 

したが)初めて見たアリかよとIこいく在舟彊大きくZ乙らくりしたくどを 

覚えています。そしてとわ長巾妙所細れていも人直し丸めガ、擁わ 

した馬分れた。カリカ白老レI之房すく獲れゲ乃>雰非/くスで天才 

丸だ亀　を多めとめ克l二人揮レゼあろう㌍アカネ把を領細自Iこ仰ぎ 

寄呼び㌦レ・為しすル「ラウシ非,昇り初段かワ一一で教掃うレ,丸だ。 

青卯んlチそクとき「㌍フヲニテスコl担いゲラ擁径水戸、互とb㌧ヤクア 

再丑がy午デカンや留りプラク,ユ殖,田無,カブ加アリ歌.芽多幸 

†こく叱り種族ク人に功、雛クそレ・そ-非々ん功才知で智押し手こ。 

朝雄の毛おおがふためとセア34」ルクララ、ノブエリアふこク千手 

彷ム升ウダーま倭人車重。か・しクヽ重クでか,すく入管マノもり中lこ 

ス←ワ華人ワ孔で自在で高見かとか’ありまセんれこタカリガをニーナ厳 

食串クしきここが最初で最後ど,下問{さノ埴しこ角が知れいとづ 

百本ん丁三部砂信しみし-れZレー上した。 

をの後メカ加Z赤十万ミリーに対面は(信払〆砂だ影亡リ証 

テリー唾(すかしカナクデイ4えとク歳ク按のメカスンピタあ三宣布が 

遡れこ釆そく拒再。y元入ンはあ即と’ミへそクリむくそソングしそ〆る 

医ろ噂ワ重りで功ヾ、ルールケとしラ共通夕廟や乃レ,トラ芳村ノン 

川キング之通し〔医も村政拘れ亙強ク寿子多可ラフ膏とミ小我ケア 

い乙サん的ちワレ二三二月÷有と斬弱れ一丸千草と祐子唾・子Z陸。 

乏しZくわサ留挿しZ産丸め曇り昇一ガン坂の弗の美女一事おと 

新手と箆・乙レそ初めて姿上昇だときく鼻み示生れT㍉そらときり寿ク 

玖ク申し年男詮しこ触らげや〆しこ掃く謙れトラむ人形ク有功時 

布塙、一杯礼だ高ん母¥明朝やんク肋ス>抑二耗弱だ宇和やんウメ秩 



をあり危朝そくれた受’1とそ抗うク鉦:疹潜乙直す。十方㌧、微I弛れ 

卵j鴫若布(7祝着ざ均し一方lこI勧亜搾油即、埠タ。款とも 

とめ子貸くそ束,3ク芳紀阜佃闇討が款諺と効ヾ詩臣うえ窮しク章訪。 

加けァサー二と赤手げ一にとわ仇くそ常′ニラカナ卯、′フルオ手こ。 

擁・妹画房雁ク擁しZ揮J爽好む客約・侮れ寿信二.とれ 

舞しレ・経験乞たくきんさせそくれました。ん才微ら卒寿轟こす排 
レtワかかと4反らに倭レ車作辛に尉I摺。 

砕米中硝中電健と高沃掃∂倒れた。乏ゼ亡咋く托クを後れが 

祖母日本人名物しぐれ宅した。ケん写種族も年齢も違レ・討。 
お初ん短めイ擢しど雰しおで屍zレ・Zし写ワリしおら即知こアリカ 

(蒔田でプア二千一れ・し弔うと日周タてい子した。 

中撃破惹ま折り紙クつくり彊みそ一編しこつくりました。そこで為しよ 
一歳年下ク}人ク素クを仲良く男は正が・あり時間戸ヾ尊くそ 

、透種境も麦族を言切、亮クでタ照れた。 

車重ピ与が一殉生徒れ母とヴ7ヲ右手Iキ4誹れた。そこれを 

ルーテ/とかク天授とケプラーかウ晶破壊仲良く写り打た。イ緒lこ 

ピサタ偉人そワリ・娩出エー絢こ買い物二桁的し信之J高み(チクくク 

人利之窮zしまし・乳丘。知l叩くのめ〃薫姉畠商レ・のZ-今古書p室に 

餌,之と把手眺め雄おとリしかう巧。 

知事/知ク石御舟佃催非勧めおとク寿がま勤・和子、時引写 

崩7弓砂は五木卸しことぺ言われますが,カリ部門蝦や妬みが岳慎尊 

有理に互レ・ウイ耐性霧詫砂金ケ豆が大事とされてレ・かクに知′ 

おれl圭うみん匪托伍くZ口証知z渉みとがと営み・ろん母ラ 

吋と府蒔し信教りアリアウ開循プ日払ワオク¥ラ尻あがく 

かぜと和雄しみや関伽ヾ知「こう拓で扉釦が穿示思し・轟 

今田ク石動多!明年で支えZくれでこ両親悌生,脚坊々,一原石に 

ラ勧誘註釈巧,そしそアノカであく次雄赤手ファミリー.珍技 

ク先生,生後の,切琵ケ功しク存在ふ写肌串タと創立ろ枇んみた。 

そクかゐ芳明んこ翻し和と骨・勃昇り引けカ<乙穴をZから 

し。とづ九㌔と・’加か)かわごて章すした。 
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